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滋賀県東北部工業技術センター�

テクノニュース�

　水質保全・生活環境改善を目的に急速に整備された
農業集落排水処理施設や合併浄化槽を有する食品系事
業所から発生する余剰汚泥の処理は、焼却場施設や埋
め立て施設の受け入れ余力等が背景となり、対策が急
がれる課題の一つとなっています。当センターでは従
来、バルブの腐食・壊食防止のため、キャビテーショ
ンを抑える技術の開発を行なってきましたが、逆にキ
ャビテーションの衝撃力を汚泥の減量化に活用するた
めヤンマー（株）と共同研究を行い実用・商品化に成
功しました。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�原理は、キャビテーションの衝撃力を利用して、有
機物が多量に含まれている余剰汚泥を可溶化し、微生
物が分解しやすい基質として、再び浄化装置の生物処
理槽に返送して微生物分解を促進させる機構です。�

■ 導入効果�
�下記は1,200人規模の農村集落下水処理場での導入
効果を試算したもので、汚泥量は約１／４、汚泥処分
費用は約１／３になります。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
■ 問い合わせ先�
� 機械電子・金属材料担当（彦根）�
� TEL：0749-22-2325　担当：阿部、井上�

■汚泥減量化システムの開発に成功■�

■ 図 書 紹 介■�

繊維・有機環境材料担当�
　　　　〒526-0024　長浜市三ツ矢元町27-39 �
機械電子・金属材料担当�
　　　　〒522-0037　彦根市岡町52�
能登川支所�
　　　　〒521-1213　神崎郡能登川町神郷1076-1�
高島支所 �
　　　　〒520-1522　高島市新旭町新庄487-1

�
TEL：0749-62-1492　FAX：0749-62-1450�
�
TEL：0749-22-2325　FAX：0749-26-1779�
�
TEL：0748-42-0017　FAX：0748-42-6983�
�
TEL：0740-25-2143　FAX：0740-25-3799

滋賀県東北部工業技術センター　　http://www.hik.shiga-irc.go.jp
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■「ハイテク繊維の世界」�

　近年、高性能繊維、高機能繊維、高感性繊維、さ

らには健康や環境に優しい繊維まで、様々な「ハイ

テク繊維」が登場していま

す。この本では、ハイテク

繊維の現状について、繊維

とは何かという原点から掘

り下げ、解説がされていま

す。�

�新しい先端繊維技術の展

開や新しい繊維産業の創生

につながる技術について知

ることができる一冊です。�

（Ｈ13年発行、本宮達也著、日刊工業新聞社）�

■「機械部品の疲労破壊・破断面の見方」�

　本書前半では破損破壊した場合の簡便的な破断面

の見方（負荷応力の種類、亀裂発生起点、亀裂進行

方向）のマクロ・ミクロ的

な解説。後半では、著者が

経験した代表的な破損・破

壊事例（１００件）を写真

を交えて詳細に解説。クレ

ーム対策や設計段階での配

慮すべき点など、大変参考

になる一冊です。�

�

�

（2002年発行、藤木榮著、日刊工業新聞社）�

■「機能性プラスチックが身近になる本」�

　ポリマーアロイ／エンジニアリングプラスチック

／液晶ポリマーなど高性能プラスチックの紹介、分

離機能材料／光機能材料／

電気磁気機能材料／医用プ

ラスチック／高機能接着剤

／ナノ材料などの高機能プ

ラスチックの紹介、生物に

学ぶ新素材など幅広くプラ

スチックを紹介解説した一

冊。�

�

�

（2004年発行、竹本喜一・飯田襄著、ＣＭＣ出版）�



技術解説� お知らせ�

■金属の腐食（２）■�

■ミ ニ 情 報 ■�

びわ湖環境ビジネスメッセ２００５�
■期日：平成17年10月19日 (水 )～21日 (金 )�

■展示会場：長浜ドーム　（参加無料）�

■内容：今年で８回目を迎える同メッセには、環境関

　　　連商品や技術など223者が展示紹介。�

■セミナー�

　（１）環境効率向上フォーラムセミナー�

　　　 （会場：10/19長浜勤労者総合福祉センター）�

　（２）光触媒シンポジウム�

　　　 （会場：10/20長浜ロイヤルホテル）�

　（３）国際ナノファイバーテクノロジー会議�

　　　 （会場：10/21長浜ロイヤルホテル）�

■当所の展示内容　�

　①汚泥減量化システムの開発�

　②びわ湖の外来魚の炭化処理による脱臭剤の開発�

　③緊急用飲料水製造装置の開発 �

　④廃棄物からの活性炭の開発  �

　⑤環境に優しいドライ切削での長寿命加工  �

　⑥未利用資源「セリシン」を利用した商品開発�

　⑦可視光対応型酸化チタンの織物への固定化方法に

　関する研究�

その他、多数の協賛セミナーが行われ、ＪＲ米原駅と

ＪＲ長浜駅から無料シャトルバスが運行します。詳細

は下記までお願いします。�

・ホームページ：http://www.pref.shiga.jp/event/messe/�

・事務局：TEL 077-528-3793�

�

�

国際ナノファイバーテクノロジー会議�
～ナノファイバー技術、環境への応用～�

■期日：平成17年10月21日 (金 ) 9:50～17:00�

■会場：長浜ロイヤルホテル（JR長浜駅徒歩10分）�

■内容：�

「Nanostructured fibers and coatings for technical 
textiles」�

�ドイツTV研究所　T. Stegmaier 氏�
「Electrospinning for nanofiber production」�

米国eSpin社　R. Doshi 氏�
「水環境へのナノテク膜技術の展開」�

東レ（株）　植村忠廣　氏�
「ナノ加工技術を用いた環境適応型材料」�

東洋紡績（株）　大田康雄　氏�
「有害化学物質除去ナノファイバー」�

帝人（株）　三好孝則　氏�
「ナノファイバーの環境技術への応用」�

（株）SNT・慶應義塾大学　白鳥世明　氏�
「ナノ表面加工技術の再生医療への展開」�

（株）セルシード　坂井秀昭　氏�

■申込先：無料（事前登録要）�

　(社 )繊維学会「ナノファイバー技術戦略研究会」�

　担当：谷岡（東京工業大学） TEL：03-5734-2426

当所ショーウィンドウ展示品の募集�
当所ショーウィンドウに展示してある県内企業の製品
の入れ替えを行います。展示希望の企業は下記までご
連絡下さい。�
■展示場所：当所 機械電子金属材料担当（彦根）の

　　　　　　玄関ショーウィンドウ�

■費用：無料　（但し、持込み費用は自社負担）�

■対象企業：県内の機械電子金属関係製造業10社程度�

（希望者多数の場合は、当所にて選定検討します）�

■展示スペース：１社当たりW800×H250×D300�

■展示期間：平成17年12月頃～（約２年間）�

■申込締切：平成17年11月4日 (金 )�

■連絡先：機械電子・金属材料担当（彦根）�

　　　　　TEL 0749-22-2325 　河村、佐藤、阿部�

「黄銅や銅合金中のＣｄ規制について」�
　RoHS 指令 ANNEX の6項で、銅材は4％までの

鉛の除外が認められています。カドミウムについての

除外は特に定められていませんが、現在の国内動向を

紹介しますと、社内基準又は受け入れ基準で 75ppm

（0.0075wt％）を採用している企業が多いようですが、

更に厳しい基準を設定している企業もあります。黄銅

にＣｄが混入する一番の原因は、亜鉛成分としての再

生亜鉛に起因することが指摘されており、純度の高い

電気亜鉛を原料としてＣｄフリー材料を提供している

企業もあります。当所では、この含有Ｃｄを定量する

ためにＩＣＰプラズマ発光分析装置を使用しています。�
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　前回は金属の腐食について基本的なことについてお

話しました。今回は、腐食の種類についてお話します。�

�

■ 腐食の種類�

�主な腐食

の種類には

図 1 のよう

なものがあ

ります。�

　水がある

かないかで

乾食と湿食

に分けられます。�

�乾食は水が関与しない腐食で、主に高温中で起こり

ます。熱が腐食発生のエネルギーとなっており、酸化、

硫化などの化学変化により腐食が進行します。�

　一方、湿食は水が関与した腐食で、身近な腐食の多

くはこれになります。この腐食は前回お話した、電気

化学反応によるもので、乾食に比べ低い温度で発生し

ます。�

�全面腐食は金属全面が均一に腐食してゆきます。こ

の腐食は鉄など比較的耐食性の悪い材料、または、海

水などの腐食性の強い環境で発生します。これを防ぐ

ためにはめっきや塗装等を用いて材料を覆い、腐食環

境と材料が直接接さないようにする必要があります。�

�一方局部腐食は不均一に腐食が発生するものです。

この腐食は腐食の進行が予想しにくく重大な事故が発

生する恐れがあります。�

�隙間腐食はわずかな隙間などで腐食が起る物を言い

ます。これは隙間の中と外との環境の差（溶存酸素濃

度、pH、イオンの濃縮）から電気化学反応が起こり、

隙間内に腐食が起こります。これを防ぐには隙間や液

溜まりが発生する構造を改める必要があります。�

�異種金属接触腐食は銅と亜鉛など腐食電位の差が大

きいものを接触させることで電気化学反応が発生し亜

鉛のように卑な金属の腐食が急激に進むものです。防

ぐためには間をゴムなどで絶縁するなど接触を防ぐ必

要があります。また、貴な金属の面積を卑な金属より

十分小さくする必要があります。�

�孔食はステン

レス鋼やチタン

等で耐食性の良

い材料で起こる

腐食です。ステ

ンレス鋼の表面

にはクロムの薄

く強固な不動態皮膜ができており、この不動態皮膜が

腐食の進展を防いでいます。しかしこの皮膜は万能で

はなく塩素イオンに弱い性質をもっています。塩素イ

オンにより酸化皮膜が破壊された場合、破壊箇所集中

的に腐食が進みます。これを孔食といいます。�

�脱成分腐食は合金中のある成分が選択的に腐食する

もので黄銅の脱亜鉛腐食があります。黄銅は銅と亜鉛

の合金です。黄銅の組織は銅が多い部分と亜鉛が多い

部分に相分離しており、この中で亜鉛が多い部分が選

択的に腐食します。�

�応力腐食割れはステンレス鋼や黄銅などに起ります。

応力がかかっている場所は変形によって亀裂が発生す

る可能性があります。また、同時に腐食の進展が起こ

りやすい状況でもあります。亀裂進展と腐食の相乗効

果により、本来割れが発生しない応力であっても亀裂

が進展し破断にいたります。�

�水素誘起割れ（水素脆性）は腐食によって発生した

水素原子が結晶粒界等の内部欠陥に蓄積し、ガス化、

内部応力を発生し破壊にいたるものです。この水素脆

性は腐食だけでなくめっきや酸洗いといった処理を行

なったものでも発生します。この破壊は高強度鋼（ハ

イテン、析出効果系ステンレス鋼など）に起りやすく、

強ければ強いほど発生しやすいという特徴があります。

屋外等腐食環境使う部品は注意が必要です。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　腐食は材料の組み合わせや置かれている環境などに

大きく影響を受けます。設計段階で、できるだけ腐食

の発生原因をなくしておく必要があります。また、定

期的な腐食の点検作業も重要です。�

�

                          �

■ 問い合わせ先�

　 機械電子・金属材料担当　安田、阿部�

� Tel：0749-22-2325　　Fax：0749-26-1779�

［出典および参考文献］�
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■ナノファイバーとエレクトロスピニング技術■�

キャピラリー部�

高電圧�

印可装置�

コレクター部�

ノズル� 電界�

図１　エレクトロスピニング装置�

　最近、「ナノ粒子」や「カーボンナノチューブ」など、

ナノレベルの極小（細）材料が様々な工業分野で注目

されています（1ナノ= 100万分の1ミリ）。その中で、

ナノサイズの細さをもつ繊維を、一般的に「ナノファ

イバー」と呼びます。�

��

■ エレクトロスピニング法�

�ナノファイバーを生産する技術は幾つかありますが、

その一つにエレクトロスピニング法があります。エレ

クトロスピニング法は、電気的原理を利用してミクロ

～ナノサイズまでの様々な径や構造を有する繊維を生

産・加工する技術です。原料溶液を細いノズルの先端

から電界中に噴射することで、極細繊維が得られます

（図1）。エレクトロスピニング法の最大の特徴は、繊

維形成能に乏しい原料や加熱ができない生体高分子な

ど、従来の紡糸技術では繊維化できない原料まで繊維

化することができ、さらに、薄膜やチップまで製造で

きる広範な技術といえます。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

��

■ ナノファイバーの特徴と用途�

　ナノファイバーの特徴的な機能として、表面積効果

やスリップフロー効果が挙げられています。吸着材や

分離材への応用を考えた場合、ナノファイバーから構

成される不織布などは、通常の繊維から構成される不

織布に対して、遙かに大きな表面積を有することから、

吸着能が格段に向上します。また、繊維間に形成され

る空隙孔径も小さいことから、大きな分離能が得られ

ます。また、スリップフローと呼ばれる現象から、圧

損効率に優れ、目詰まりがおこりにくいと言われてい

ます。�

　複数本のナノファイバーから構成される糸は、強靱

な機械物性が予想され、様々な用途が考えられます。

　また、人間の身体も筋繊維などナノサイズの繊維か

ら構成されていることを考えると、再生医療をはじめ

とするメディカル材料としての応用も期待できます。�

　以上のように、ナノファイバーは、従来の繊維用途

の範疇を越えており、様々な産業分野に対する次世代

材料といえます。�
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学を中心に、「エレクトロスピニング技術の実用化」

と「ナノファイバーを利用した高機能部材の開発」を

目指す取り組みを開始しました。�
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装置を設置しました。滋賀県立大学（山下研究室）を

含めると、現在、３台のエレクトロスピニング装置を

保有しています。�

○「エレクトロスピニングによる高機能部材開発プロ
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�本年度より、滋賀県（滋賀県立大学・東北部工業技
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の連携により、経済産業省地域新生コンソーシアム研

究開発事業「エレクトロスピニングによる高機能部材

開発プロジェクト」が採択されました。�

○国際会議の開催�

�滋賀県と繊維学会の共催で、長浜市において国際ナ

ノファイバーテクノロジー会議を開催します。海外研

究者による講演をはじめ、環境・バイオ分野に対する

ナノファイバーの応用について発表が行われます。�

��

�次世代材料と

してのナノファ

イバーに関して、

今後積極的に取

り組みを行って

いくと同時に、

企業の皆様に対

して先端的な情

報提供を行って

いきたいと考え

ています。�
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■ 問い合わせ先　�

� 繊維・有機環境材料担当（長浜）　三宅、東山�

エレクトロスピニング装置�
（東北部工業技術センターに設置）�

�超臨界流体を使うことによって、効率良い分離方法

による樹脂原料の回収が容易なため、企業のゼロエミ

ッション化実現へと一歩近づき、循環型社会を推進す

る画期的な技術となる可能性があります。�

　また、新たな異種ポリマー相容化材料の開発・創製

が可能なため、県内の種々材料メーカーにとって、新

規ニーズの開拓が可能となるでしょう。�

■  問い合わせ先�

�  繊維・有機環境材料担当（長浜）�

�  TEL 0749-62-1492　担当：宮川 

　超臨界流体を用いて、分離回収が困難な複合材料の

再資源化技術を開発し、企業のゼロエミッション化を
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超臨界流体の特異な性質を利用して、ミクロに均一分

散した新規材料や、高機能・高強度ポリマーの開発を

目指して研究を始めました。今年度、超臨界水反応装
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利用活用�

■繊維系機械設備・計測機器の紹介■�

　当所には様々な加工設備・計測装置があり、ご利用
またはご相談頂けます。�
��
■サンプル整経機　　　　　　　　　　　　　［長浜］�
�多彩な縞柄を配列可能な見本等の整経が自動で行え
ます。�

（昭和62年度中小企業庁補助物件）�
仕様：�
　・働き巾 1100mm�
　・チェンジ ８本�
メーカー：（有）スズキワーパー �
型式：NAS-3S

■マルチコータ　　　　　　　　　　　　　　［長浜］�
□スクリーン捺染機部�
　布やシート状のものにスクリーン捺染します。ゴム
スキージでは0.1mm単位の高さ制御が可能です。�
仕様：�
　・捺染サイズ 500×450mm�
　・スキージ 　ゴム、ローラ�
メーカー：辻井染機工業（株）�
型式：PS-540ARD

□マングル・ピンテンター部�
　ニューマチックマングルと連動可能で、加工生地の
キュア・乾燥が可能です。�
仕様：�
　・幅　　　　　120～370mm　　�
　・最高温度　　230℃�
　・処理時間　　20s～10分�
　・ロール寸法　125φ×450mm�
　・加圧 (最高 )　2,000kg以上�
メーカー：辻井染機工業（株）�
型式：PT-2A　VPM-1A

■全自動単糸強伸度試験機　　　　　　　　［高島］�
�糸の強力・伸度を連続的に糸をチェンジしながら測
定します。ロットごとに最大値・最小値・標準偏差、
仕事量から、ヒストグラム等の様々な解析が可能です。�
仕様：�
　・最大荷重　　　1,000N�
　・つかみ間隔　　200～1000mm�
　・引っ張り速度　50～5000mm/min�
メーカー：ツェルベガー（株）�
型式：テンソラピッド３�

■風合い測定装置   �
　生地の、引っ張り・せん断・曲げ・表面特性・圧縮
特性等を計測し、総合的な風合いを求めることが出来
ます。製品の企画から、品質管理等に幅広く活用する
ことが出来ます。本年度さらに通気性試験機の導入で
システムが充実しました。�
計測機器・型式：�
　・引張り・せん断試験機　KES-FB1　　   　［長浜］�

（平成5年度中小企業庁補助物件）�
　・純曲げ試験機　　　　　KES-FB2　　　〃�
　・摩擦係数測定試験機　 　KES-FB4 　　  〃�
　・圧縮試験機　　　　　　KES-G5　　　  〃�

（平成5年度中小企業庁補助物件）�
　・熱物性測定装置　　　　KES-F7　　　  〃�
　・透水性試験機　　　　　KES-F8-WA      ［高島］�
　・通気性試験機　　　　　KES-F8-AP1  ［能登川］�
　・糸ねじり、交差トルク試験機�
　　　　　　　　　　　　　 KES-YN-1　　　 ［高島］�
メーカー：カトーテック（株）�
�

■糸むら試験機                       　　　　　 ［高島］�
�糸やスライバー等の太さムラ・ネップ等を自動測定
します。糸の品質管理だけではなく、糸形状等の周期
を計算することが出来るので、クレーム解析に役立ち
ます。�
仕様：�
　・測定項目　U%，CV%，Ｔｈｉｎ，Ｔｈｉｃｋ， 
　　　　　　　Ｎｅｐｓ等�
　・糸速度　　最高400m/min�
メーカー：ツェルベガーウスター（株）�
型式：UT-3

■ 問い合わせ先　�
　 能登川支所�
� 担当：谷村　（TEL 0748-42-0017）�
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■片レピア織機　　　　　　　　　　　　［長浜］�
�柄の入った織物を製織可能です。 �
仕様：�
　・オサ巾 135cm�
　・ドビー 12枚�
　・交換 6色自由�
メーカー：津田駒工業（株）�
型式：ER
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■ナノファイバーとエレクトロスピニング技術■�
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ノズル� 電界�

図１　エレクトロスピニング装置�

　最近、「ナノ粒子」や「カーボンナノチューブ」など、

ナノレベルの極小（細）材料が様々な工業分野で注目

されています（1ナノ= 100万分の1ミリ）。その中で、

ナノサイズの細さをもつ繊維を、一般的に「ナノファ

イバー」と呼びます。�
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～ナノサイズまでの様々な径や構造を有する繊維を生

産・加工する技術です。原料溶液を細いノズルの先端

から電界中に噴射することで、極細繊維が得られます

（図1）。エレクトロスピニング法の最大の特徴は、繊

維形成能に乏しい原料や加熱ができない生体高分子な

ど、従来の紡糸技術では繊維化できない原料まで繊維

化することができ、さらに、薄膜やチップまで製造で
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実現して循環型システム構築を支援します。併せて、

超臨界流体の特異な性質を利用して、ミクロに均一分

散した新規材料や、高機能・高強度ポリマーの開発を

目指して研究を始めました。今年度、超臨界水反応装

置の導入を予定しています。�

�

■ 超臨界流体とその特徴�

　物質は固体・液体・

気体の状態で存在する

が、臨界点以上では「超

臨界」といわれる状態

になります。この超臨

界状態では、分子運動

が非常に活発であるた

め、物を「分散する力」、

気体のような「拡散す

る力」と液体のような「溶解する力」を併せ持つ流体

で存在します。�

�

■ 研究内容�

　①FRPなど複合材料の分離・回収に活用します。�

�　再利用可能な状態に分離し、資源回収します。�

　②新規ポリマーの開発�

　　相容化したポリマーや、ナノ微粒子のコンポジッ

　トなど全く新しい高機能材料の開発を目指します。�

�④他の応用例�

　　廃棄資源の有用化合物への変換、廃棄資源を生か

　した新産業創出、バイオマスやブラックバス・ブル

　ーギルなどの琵琶湖駆除外来魚から有用なアミノ酸

　（タウリン）や不飽和脂肪酸（EPA，DHA）の抽

　出が可能となります。�

■複合材料のリサイクルと新規ポリマー開発■�

■ 複合材料の分離・回収技術の開発（溶解力により再利用可能成分を分離回収）�

FRP�
廃棄物�

相溶化装置�

樹脂�

フィラー�

添加物�

繊維�

接着剤�

■新規用途開発�
①断熱材、吸音材
②粉砕リサイクル化�
③プラスチック用フィラー�
④アスベスト代替材等�

写真：日立化成提供�

圧力制御�

温度制御�
（pd）�

■ 相溶化による新規ポリマーの開発（分散・拡散効果による相溶化）�

相溶化装置�

■新しい機能や物性を伏せ�
　持つ新規ポリマーを開発�
①今までにない全く新しい、�
　夢の高機能マルチブレン
　ドポリマー等

圧力制御�

温度制御�
（pd）�

混合が�

困難な材料�

全く混ざらない�相分離を起こす�

不均一な混合�

緻密で均一な混合�

IPN構造のハイブリッドポリマー�

圧
力
/
M
p
a

温度 /℃�

超臨界状態�液体�

固体�
臨界点�

気体�
三重点�

温度ー圧力状態図�

水や二酸化炭素が利用
できるため、「新しい環
境保全技術」である。�



技術解説� お知らせ�

■金属の腐食（２）■�

■ミ ニ 情 報 ■�

びわ湖環境ビジネスメッセ２００５�
■期日：平成17年10月19日 (水 )～21日 (金 )�

■展示会場：長浜ドーム　（参加無料）�

■内容：今年で８回目を迎える同メッセには、環境関

　　　連商品や技術など223者が展示紹介。�

■セミナー�

　（１）環境効率向上フォーラムセミナー�

　　　 （会場：10/19長浜勤労者総合福祉センター）�

　（２）光触媒シンポジウム�

　　　 （会場：10/20長浜ロイヤルホテル）�

　（３）国際ナノファイバーテクノロジー会議�

　　　 （会場：10/21長浜ロイヤルホテル）�

■当所の展示内容　�

　①汚泥減量化システムの開発�

　②びわ湖の外来魚の炭化処理による脱臭剤の開発�

　③緊急用飲料水製造装置の開発 �

　④廃棄物からの活性炭の開発  �

　⑤環境に優しいドライ切削での長寿命加工  �

　⑥未利用資源「セリシン」を利用した商品開発�

　⑦可視光対応型酸化チタンの織物への固定化方法に

　関する研究�

その他、多数の協賛セミナーが行われ、ＪＲ米原駅と

ＪＲ長浜駅から無料シャトルバスが運行します。詳細

は下記までお願いします。�

・ホームページ：http://www.pref.shiga.jp/event/messe/�

・事務局：TEL 077-528-3793�

�

�

国際ナノファイバーテクノロジー会議�
～ナノファイバー技術、環境への応用～�

■期日：平成17年10月21日 (金 ) 9:50～17:00�

■会場：長浜ロイヤルホテル（JR長浜駅徒歩10分）�

■内容：�

「Nanostructured fibers and coatings for technical 
textiles」�

�ドイツTV研究所　T. Stegmaier 氏�
「Electrospinning for nanofiber production」�

米国eSpin社　R. Doshi 氏�
「水環境へのナノテク膜技術の展開」�

東レ（株）　植村忠廣　氏�
「ナノ加工技術を用いた環境適応型材料」�

東洋紡績（株）　大田康雄　氏�
「有害化学物質除去ナノファイバー」�

帝人（株）　三好孝則　氏�
「ナノファイバーの環境技術への応用」�

（株）SNT・慶應義塾大学　白鳥世明　氏�
「ナノ表面加工技術の再生医療への展開」�

（株）セルシード　坂井秀昭　氏�

■申込先：無料（事前登録要）�

　(社 )繊維学会「ナノファイバー技術戦略研究会」�

　担当：谷岡（東京工業大学） TEL：03-5734-2426

当所ショーウィンドウ展示品の募集�
当所ショーウィンドウに展示してある県内企業の製品
の入れ替えを行います。展示希望の企業は下記までご
連絡下さい。�
■展示場所：当所 機械電子金属材料担当（彦根）の

　　　　　　玄関ショーウィンドウ�

■費用：無料　（但し、持込み費用は自社負担）�

■対象企業：県内の機械電子金属関係製造業10社程度�

（希望者多数の場合は、当所にて選定検討します）�

■展示スペース：１社当たりW800×H250×D300�

■展示期間：平成17年12月頃～（約２年間）�

■申込締切：平成17年11月4日 (金 )�

■連絡先：機械電子・金属材料担当（彦根）�

　　　　　TEL 0749-22-2325 　河村、佐藤、阿部�

「黄銅や銅合金中のＣｄ規制について」�
　RoHS 指令 ANNEX の6項で、銅材は4％までの

鉛の除外が認められています。カドミウムについての

除外は特に定められていませんが、現在の国内動向を

紹介しますと、社内基準又は受け入れ基準で 75ppm

（0.0075wt％）を採用している企業が多いようですが、

更に厳しい基準を設定している企業もあります。黄銅

にＣｄが混入する一番の原因は、亜鉛成分としての再

生亜鉛に起因することが指摘されており、純度の高い

電気亜鉛を原料としてＣｄフリー材料を提供している

企業もあります。当所では、この含有Ｃｄを定量する

ためにＩＣＰプラズマ発光分析装置を使用しています。�
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　前回は金属の腐食について基本的なことについてお

話しました。今回は、腐食の種類についてお話します。�

�

■ 腐食の種類�

�主な腐食

の種類には

図 1 のよう

なものがあ

ります。�

　水がある

かないかで

乾食と湿食

に分けられます。�

�乾食は水が関与しない腐食で、主に高温中で起こり

ます。熱が腐食発生のエネルギーとなっており、酸化、

硫化などの化学変化により腐食が進行します。�

　一方、湿食は水が関与した腐食で、身近な腐食の多

くはこれになります。この腐食は前回お話した、電気

化学反応によるもので、乾食に比べ低い温度で発生し

ます。�

�全面腐食は金属全面が均一に腐食してゆきます。こ

の腐食は鉄など比較的耐食性の悪い材料、または、海

水などの腐食性の強い環境で発生します。これを防ぐ

ためにはめっきや塗装等を用いて材料を覆い、腐食環

境と材料が直接接さないようにする必要があります。�

�一方局部腐食は不均一に腐食が発生するものです。

この腐食は腐食の進行が予想しにくく重大な事故が発

生する恐れがあります。�

�隙間腐食はわずかな隙間などで腐食が起る物を言い

ます。これは隙間の中と外との環境の差（溶存酸素濃

度、pH、イオンの濃縮）から電気化学反応が起こり、

隙間内に腐食が起こります。これを防ぐには隙間や液

溜まりが発生する構造を改める必要があります。�

�異種金属接触腐食は銅と亜鉛など腐食電位の差が大

きいものを接触させることで電気化学反応が発生し亜

鉛のように卑な金属の腐食が急激に進むものです。防

ぐためには間をゴムなどで絶縁するなど接触を防ぐ必

要があります。また、貴な金属の面積を卑な金属より

十分小さくする必要があります。�

�孔食はステン

レス鋼やチタン

等で耐食性の良

い材料で起こる

腐食です。ステ

ンレス鋼の表面

にはクロムの薄

く強固な不動態皮膜ができており、この不動態皮膜が

腐食の進展を防いでいます。しかしこの皮膜は万能で

はなく塩素イオンに弱い性質をもっています。塩素イ

オンにより酸化皮膜が破壊された場合、破壊箇所集中

的に腐食が進みます。これを孔食といいます。�

�脱成分腐食は合金中のある成分が選択的に腐食する

もので黄銅の脱亜鉛腐食があります。黄銅は銅と亜鉛

の合金です。黄銅の組織は銅が多い部分と亜鉛が多い

部分に相分離しており、この中で亜鉛が多い部分が選

択的に腐食します。�

�応力腐食割れはステンレス鋼や黄銅などに起ります。

応力がかかっている場所は変形によって亀裂が発生す

る可能性があります。また、同時に腐食の進展が起こ

りやすい状況でもあります。亀裂進展と腐食の相乗効

果により、本来割れが発生しない応力であっても亀裂

が進展し破断にいたります。�

�水素誘起割れ（水素脆性）は腐食によって発生した

水素原子が結晶粒界等の内部欠陥に蓄積し、ガス化、

内部応力を発生し破壊にいたるものです。この水素脆

性は腐食だけでなくめっきや酸洗いといった処理を行

なったものでも発生します。この破壊は高強度鋼（ハ

イテン、析出効果系ステンレス鋼など）に起りやすく、

強ければ強いほど発生しやすいという特徴があります。

屋外等腐食環境使う部品は注意が必要です。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　腐食は材料の組み合わせや置かれている環境などに

大きく影響を受けます。設計段階で、できるだけ腐食

の発生原因をなくしておく必要があります。また、定

期的な腐食の点検作業も重要です。�

�

                          �

■ 問い合わせ先�

　 機械電子・金属材料担当　安田、阿部�

� Tel：0749-22-2325　　Fax：0749-26-1779�
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North Eastern Industrial Research Center of Shiga Prefecture

滋賀県東北部工業技術センター�

テクノニュース�

　水質保全・生活環境改善を目的に急速に整備された
農業集落排水処理施設や合併浄化槽を有する食品系事
業所から発生する余剰汚泥の処理は、焼却場施設や埋
め立て施設の受け入れ余力等が背景となり、対策が急
がれる課題の一つとなっています。当センターでは従
来、バルブの腐食・壊食防止のため、キャビテーショ
ンを抑える技術の開発を行なってきましたが、逆にキ
ャビテーションの衝撃力を汚泥の減量化に活用するた
めヤンマー（株）と共同研究を行い実用・商品化に成
功しました。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�原理は、キャビテーションの衝撃力を利用して、有
機物が多量に含まれている余剰汚泥を可溶化し、微生
物が分解しやすい基質として、再び浄化装置の生物処
理槽に返送して微生物分解を促進させる機構です。�

■ 導入効果�
�下記は1,200人規模の農村集落下水処理場での導入
効果を試算したもので、汚泥量は約１／４、汚泥処分
費用は約１／３になります。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
■ 問い合わせ先�
� 機械電子・金属材料担当（彦根）�
� TEL：0749-22-2325　担当：阿部、井上�

■汚泥減量化システムの開発に成功■�

■ 図 書 紹 介■�

繊維・有機環境材料担当�
　　　　〒526-0024　長浜市三ツ矢元町27-39 �
機械電子・金属材料担当�
　　　　〒522-0037　彦根市岡町52�
能登川支所�
　　　　〒521-1213　神崎郡能登川町神郷1076-1�
高島支所 �
　　　　〒520-1522　高島市新旭町新庄487-1

�
TEL：0749-62-1492　FAX：0749-62-1450�
�
TEL：0749-22-2325　FAX：0749-26-1779�
�
TEL：0748-42-0017　FAX：0748-42-6983�
�
TEL：0740-25-2143　FAX：0740-25-3799

滋賀県東北部工業技術センター　　http://www.hik.shiga-irc.go.jp
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■「ハイテク繊維の世界」�

　近年、高性能繊維、高機能繊維、高感性繊維、さ

らには健康や環境に優しい繊維まで、様々な「ハイ

テク繊維」が登場していま

す。この本では、ハイテク

繊維の現状について、繊維

とは何かという原点から掘

り下げ、解説がされていま

す。�

�新しい先端繊維技術の展

開や新しい繊維産業の創生

につながる技術について知

ることができる一冊です。�

（Ｈ13年発行、本宮達也著、日刊工業新聞社）�

■「機械部品の疲労破壊・破断面の見方」�

　本書前半では破損破壊した場合の簡便的な破断面

の見方（負荷応力の種類、亀裂発生起点、亀裂進行

方向）のマクロ・ミクロ的

な解説。後半では、著者が

経験した代表的な破損・破

壊事例（１００件）を写真

を交えて詳細に解説。クレ

ーム対策や設計段階での配

慮すべき点など、大変参考

になる一冊です。�

�

�

（2002年発行、藤木榮著、日刊工業新聞社）�

■「機能性プラスチックが身近になる本」�

　ポリマーアロイ／エンジニアリングプラスチック

／液晶ポリマーなど高性能プラスチックの紹介、分

離機能材料／光機能材料／

電気磁気機能材料／医用プ

ラスチック／高機能接着剤

／ナノ材料などの高機能プ

ラスチックの紹介、生物に

学ぶ新素材など幅広くプラ

スチックを紹介解説した一

冊。�

�

�

（2004年発行、竹本喜一・飯田襄著、ＣＭＣ出版）�
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